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研 究 の 要 約
児童の思考力､栄現力を育てることは､なかなか難しい｡そこに大きくかかわ
るのが言語力である｡児童にとって､言語力を言語によってのみ発揮すること
はとても難しい｡そこで､本単元｢何倍になるのかな｣において､言語力を発揮
し､思考力や表現力を育てていくために､図を利用することが大切であると考
えた｡
しかし､『何倍の何倍』という惜関係について,図を最初から与えておいて
も､児童にとって図の意味を碑解することも,『何倍の何倍』という倍関係を理
解することも,とても難しい｡そこで､問題に即して図を教師とともにかきながら
図の理解を進めることで､思考しやすくなると考えた｡さらに､その図について
子どもたちで古き加えながら園を完成させつつ説明する場を持たせることに
よって､子ども達の思考力と表現ノブをも伸ばすことができるようになると考えた｡
そして､｢何倍の何倍｣という倍関係が相によって求めることができるとわかっ
た子ども達に簡単な関係図を知らせることで､子ども達は､｢簡単な関係図を
かけば,問題を解くことができる｣と､君欲的に思考･表現するようになると考え
たD
kcy-words
1 3年｢何倍になるのかな｣について
この単元において､倍関係を数字だけに薪目
して考えさせると､多くの子ども達は｢3倍の2倍
は5倍｣と考えてしまう｡｢何倍の何倍｣が和では
なく樹になることを線分図をかかせることで実感
させたい｡この線分園をさらに関係図におきかえ
てかかせるようにすることで､子ども連は図をか
いて間牌を思考しとらえることができれば､｢倍関
係がわかりやすい｣という思いを持てるようにな
る｡そして､図で思考したことを言薬を使って園
を利用しながら説明することで､思考力とともに
説明する力すなわち表現力も育つと考えた｡ま
た､説明を聞く子ども達にとっても､式と答えだけ
よりも図を見ながら説明の言葉を聞くことで､思
考を助けられるとともに説明する力につながって
いくと考える｡
2 単元名 何倍になるのかな
(1) 単元の目標
* 岡山市立芳泉小学校ひばり分校
幡関係,関係図
○ 変且に者目した考えを使って､日常の
問題を解決しようとする｡
○ 変丑に宕目し､何倍になるかを考え､説
明することができる｡
○ 変虫に着日し､何倍になるかを考えて
事象を図に表して､問題を解くことができ
る｡
Oa倍のb倍が(axb)倍であることを#.節
できるo
(2) 指導計画(全3時間)
第1時 口のa倍のb倍を求める問題で､線分L対
をかいて､(axb)倍であることをつかむ｡
第2時 口のa倍のb倍を求める関越を図に表
し､倍を使った考えで解決し､関係図に
表すことができる｡(本時)
第3時 口のa倍のb倍を求める問題を関係国を
用いて解決し､説明することができる｡
評価時 問題作り
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3 研究テーマ｢数学的な思考力･表現力を育
てるための授業づくり｣について
(1)数学的な思考力を育てるために
子ども達は文章越を見ると､式と答えを背
いてできたら､それでよいと考えている｡ま
た､指導者の側もそのように考えてしまうと､
できた子どもにしかわからない授業で終わっ
てしまいがちになる｡そこで､図を雷かせるこ
とでその意味を考えさせながら問題をつかま
せることで､子どもに論理的に思考させなが
ら､El/)の考えを構襲する場を与えることが
大切だと考える｡そうすることで､単に直感で
式と答えを竃いて終わるだけより､はるかに
関越をとらえることができると考えている｡
(2)数学的表現力を育てるために
さらに数学的表現力を育てるために､自分
なりにかいた図を使って説明をする場を設け
るしその際に､図が｢式｣を表していることを間
越文の｢言葉｣を使って説明させるOそうする
ことで､発表している子ども自身も､図と｢式｣
をつないだ説明をすることで､問題の理解を
深めるとともに､その思考を表現することがで
き､裁現力が育つ｡
また､聞いている子ども達にとっても､図を
兄ながら｢式の意味｣について､｢説明の言
薬｣を附くことで､問題をきちんとつかむこと
ができたり､わからなかったことを質問できた
り､さらに自分が説明できるようになったりす
るO,思考力を発揮しながら､表現力をも育て
ることにつながっている｡
(3)倍関係の理解を進め､関係図で思考できる
ようにするために
子ども達は線分Is(はかいて問題を考えるこ
とを経験してきている｡しかし､2つの事柄の
関係をつかむ関係図の学習をしていないo
そこで､子ども達が2つまたは3つの事柄の
伯関係をつかめるように､線分rs(トをかかせ視
覚で倍関係を納得できるようにすることが大
yUと考えるO
そこで､第1時にまず線分図を横並びに
番かせる｡さらに､その線分図を利用して､
線分図の間に矢印を入れたりしながら､倍関
係を表示することで､線分図を関係図-と発
展して見ることができるようにする｡
第2時では､自分で関係図を線分図をもと
にかかせ､盈感をつかみながら関係をつか
めるようにしたい｡その際､もとになる｢小のは
こ｣のいくつ分(何帖)をしっかりとらえさせ､4
倍の2倍は(4×2)倍であることを確認する｡
しっかり倍関係をつかめた段階で､より簡単
な関係図を挺示し､倍関係がわかれば線分
凶でなくても簡単な関係図をかいて問題を
考えてもよいことを感じさせたい｡そして､第
3時では､簡単な関係図をかいて間魅を解
けるようにしたい｡
4 授業の実際
(1) 本時の目標(第2時)
口のa倍のb倍が､口の(axb)倍になるこ
とを､線分図の関係図をつかってとらえ､そ
の関係を理解し､間嶺を解いたり説明するこ
とができる｡
(2) 本時の展開
問題を提示して､子ども達に間頓を読ませ
る｡
大中小の3しゆるいのはこがあります"
小のはこには､ケーキが3こ入りますo
中のはこには､小の4倍入りますo
大のはこには､中の2倍入りますo
大の箱に､ケーキは何こ入るでしょう○
T 何があれば､わかったかな｡
C L宝卜をかいたe
T 図で何を考えていくとよさそうかな｡
C 大は小の何倍｡
T 今日のめあては､｢岡,むかいて､大が小の何
倍かを考え､もんだいをとこう｡｣としましょう｡
T 何の図から,JTEいたらいいでしょう｡
C 小｡
ここかt)は､図のかき方について､子ども達と一
緒に話し合いながら黒板にかくことで､子ども達
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が自分でノー トに図をかくことを支援する｡
T 小の図を-マス使ってかこう｡
C ｢小｣と番いたら､よくわかる｡
T 次にかくのは､何ですか｡
C 中です｡
T 2マス空けて､中は何マス使えばよいでしょ
う｡
C 4マス｡
C 中は､小の4倍だから｡
T 4マス分かくよ.付け加えがありますかc
C r中｣を上に省くo
C ｢小と中の間に､矢印を引いて､『4倍』と1空
く｡
T 次は､何の図をかくの｡
C 大｡
T 2マス空けて｡大は､中の何倍ですか
C 2情 J
T ここから､大.'十日】の2悼｡忘れ物があるねo
C はてな｡
T どこに｡
C 小と大の間｡
T ここからは､大の図がどうなるか､考えてみて
ください｡式も考えられる-紘.LjTtいてみてく
ださい｡
ここから､子ども達は､『大』の図について､自分
なりにかいた｡
T 大の図をかいてみよう｡先生が伸ばしていく
から､ストップと言ってね(,
C ストップ｡(8マスのところで)
T なぜ､8マスにしたのか､教えてください｡
C --
T それでは､もう一度問題を読んでみよう｡
子ども達は､間煙を読む｡
C 中は小の4倍で､その2倍だから､8の中に4
が2つあるからです｡
T この図で見やすいですか｡
C 付け加えますC大は中の2倍なので､(中2
つ分の線を引く｡)
T (中の図の左端を指しながら)中はここから､
どこまでで､小の何倍ですか｡
C 4倍です｡
T 大にいくつある｡
C 2つO
T 式を考えた人はいますか｡
C 4×2です｡
T 図のどこを見て､4×2と兄たか指しながら
言ってください｡
C 大は中の2倍で､中がここに2個あるので､
4×2にしました｡
T 4は何かな｡
C 4は､小の4倍が中で､大は中の2倍なの
で､4×2としましたo
T それで､式は､4×2-8になるんですね｡
他に言える人はいますか｡
C 中は小の2倍で､4になり､大は中の2倍で､
4×2-8で､8倍です｡
T 大は何の8イ軋
C 中の･-､小の8倍o
T 数えてみよう｡1,2,3,4,5,6,7,8.
中は小の4情､人は中の2倍Q式は.
C 4×2-8
人は小の8倍です｡
T 求めるのは､8伯だったかな｡
C 大の箱にケーキは､何個はいるか｡
大は､小の8倍で､3×8-24
T なぜ､3×8でわかった｡
C -･
T 8倍はどこ｡
C 4倍の2倍｡大の数｡
T 大は､何の8倍ですか｡
C 小の8倍｡
T 図で言うと､どこですか｡
C ハテナの中｡(?倍をさして｡)
T 3の8倍は何の数 ?
C 大のケーキの数｡
C 中のケーキの数は12佃 ｡
T 中がわからないと､大はわからないですか｡
C わかった｡
C 図があったから｡
C 小のケーキがわかって､何倍がわかったか
ら｡
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T 線分図を古くのがわかりましたか｡
C よくわかった｡
C めんどう｡
T 簡単な図のかき方を教えます｡
倍関係をつかんで､間&Tを考えることができたの
で､簡単な線分図0)かき方を教えるo
T 小の図をit-くよ｡2cmと1cmの長方形｡2マ
ス分です｡
T 2マス空けて､同じように2マスの長方形を
かいて｡中に中と丑lこくよ.
T また2マス空けて2マスの長方形をかくよ｡こ
れは､何かな｡
C 大｡
T 小と中の関係は､何情c
c 4倍｡
T 中と大の関係は何桁
C 2倍o
T 何が足りない｡
C ?倍｡
T どこにつける?
C 小から大｡
T 中は小の何代_
C 4倍｡
T 大は中の何倍｡
C 2倍u
T ?倍は､
C 4×2｡
C 8倍｡
T 昨 L=7)授某で､赤､黄､音のテープの問題
で､黄は赤の何倍｡
C 3倍｡
T 背は､歳の何倍｡
C 2侶o
T 1割j:赤の何倍でしたか.
C 3×2-6倍｡
T 何倍の何倍は､どうやったら､求められるt,
C かけ算Q
T 思ったことをノー トにIBきましょうD
C 関係図の方がわかりやすい｡
C かけ節でできる｡
C 難しい問題でも､図があればできる.
C 文革が違っても､図で表すとわかりやすい｡
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5 授業の考察
(1) 数学的な思考力を育てるために
第1時では､間留を理解するために､子とも達
は図をかけばわかりやすいという経験から､線分
図をもとに､問題を捉えようとした｡教師と共に､
園を作りながら事象を捉えていった｡軒色のテー
プの長さを捉えた後､自分の考えで黄色のテー
プの長さを考えて､黄色(最長)は赤(取短)の何
倍かを求めようとした｡山一が赤の3倍で､黄が青
の2倍から線分園で黄色の中に音を2つ分見つ
けたり､赤が6つ分有ることを確かめたりした｡授
業の最初5倍と思っていた多くの子どもは､図を
かいてきちんと視覚でとらえると､3倍の2倍が6
倍であることをはっきりつかみ､｢背は赤の3倍
で､黄色は青の2倍なので､黄色は赤の6倍にな
ります｡｣と､きちんと関係をつかみ図を指しなが
ら説明することができた¢そして､｢3倍の2倍｣が
｢3×2｣という式になることを図をもとにとらえるこ
とができたQ線分図をかきながら,間煩を捉えて
いく活動は,思考力を育てる手立てとしてとても
大切と言える｡
(2) 数学的表現力を育てるために
教師と共に図を途中までかくことで､問題をと
らえやすくするとともに､倍関係を考えやすくして
いる｡図を教師といっしょにかくことで､図をかく
ことの抵抗感を軽減し､rわかりやすいJという思
いにつなげたいと考えた｡かき方がわかり､残り
の図について､考えながら怨かせることで､｢図
をかく｣ことと思考をつなげることができるようにし
た｡その後で､式を書かせた｡多くの子どもは､
式と図の関係をとらえることはできた｡そこで､式
と図をFig係づけながら鋭明する場を持たせた.,
発袈できそうな子どもでも､関係を言葉で発表す
ることはかなり難しい｡そのため､問題文を全員
で読み返す活動を取り入れ､説明するために使
える言葉として子ども達に憩徹させるようにしたD
それにより､子ども連にとって間越の音素が使い
やすくなり､｢式｣と｢園｣とr苫薬｣をつないだ説明
をしやすくなったC園に表し､間髄の苦難に沿っ
て問題の構造を説明させるようにすることは,簡
単ではないが,経験を棚み重ねさせることで説
明に慣れていき表現力が育つと言える｡
反省としては､教師と子ども達といっしょに図
をかく時に､図の中で基準:'BJ･がはっきりわかる表･
現を示して説明しておけば､子ども達は図をかき
ながら理解を進めるとともに､よりわかりやすい表
現を図に表すことができたと思うo基準免を示す
表現があれば､図の説明がどこを指しているか
がさらにわかりやすくなり､説明を附lく子ども達に
さらにわかりやすくなると思った｡
(3) 倍関係の理解を進め､関係図で思考でき
るようにするために
第1時に線分図で事象を捉え､線分戚同士の
関係をつかみながら倍関係を理解し､3倍の2倍
は3×2で求めることができることを経験した.た
だし､いつでもかけ算で考えればよいというレベ
ルの理解には達していない｡
第2時でも､線分図で畔条を捉え､線分園同
士の関係から倍関係を理解し､4倍の2倍が4×
2で求めることができることがわかったO図をかい
て説明する活動を通して､子ども蓮はたし.許で
はなく､かけ算を使えば倍関係を求めることがで
きることの理解を深めた｡
陪関係の理解を深めた後､簡単にかける関係
図をかき方から示すことで､多くの子ども連は線
分図より簡単にかける関係図を使いたいと感じる
ことができた｡線分図で倍舶係を十分確解した
子どもにとって､｢関係図は簡単に関係を表せ
る｣という良さを感じることができたようである｡た
だし､倍関係を十分納得できたと言えない子に
は､線分園の方が安心感を持てるようである｡
第2時で､線分図から関係図-つなげる場面
では､線分図と比較させ､矢印や｢何倍｣など図
をわかりやすくするものについても子ども感と話
し合いながら取り入れ関係図を作っていくように
すれば､より理解を進めながら関係鼠をかいて､
問題を捉えることができるようになるであろう｡そ
うすることで､第3時で関係図をより自分たちで
使えるようになると考えられる｡
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資料
<何倍になるのかな ･アンケー トま
とめ>
① ｢何倍｣の学習は､楽しかったです
か?
とても楽しかった
栗しかった
あまり楽しくなかった
楽しくなかった
?
??
?
?
?
?
?
②線分図をつかうと､3つのものの何
倍という関係がよくわかりましたか｡
よくわかった 13人
わかった 15人
あまりわからなかった 4人
わからなかった 1人
③線分園を使うと､何倍の何倍がかけ
算でできることがわかりましたか?
よくわかった 15人
わかった 13人
あまりわからなかった 5人
わからなかった 0人
児童のノー ト
④線分図から関係国にきりかえました
が､関係図でも倍の関係がわかりまし
た か｡
よくわか ノた
わかった
あまりわからなかった
わから/L′いった
?
?
??
?
?
?
?
?
?
⑤ ｢何倍｣の間児では､どのような図
を霊きたいですか?
線分図
関係図
線分図と関係図の両方
図は書かない
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
? ?
⑥図のことや､｢何倍｣のことなどで､
学習して思ったことを暮きましょう｡
図をかいたら､わかりやすかった｡
lx=まとてもわかりやすかった｡
線分図の方がわかりやすかった
何伯をL]I.すのはかけ算とわかった｡
関係図はかんたん｡
どんな式でも図があればわかる｡
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